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データサイエンスを
Rubyで簡単に！

しまねソフト研究開発センター（ITOC）支援プロジェクト

IRuby notebook



R や Pythonのように、Rubyでもデータ解析をしたい
　「データ分析をしたい」という人にとって、R や Python には、ツー
ルが揃っています。とくに、機械学習分野のツールが Python に集まっ
ています。そして、人が使うから、ツールが充実するというエコシス
テムができていることから、デファクトになっています。Ruby はアプ
ローチできていなかったため、データ分析をしようとすると、つらい
思いをします。
　しかし、Ruby で既にアプリケーション、とくにウェブアプリケーショ
ンを持っているならば、「Ruby でデータ解析をしたい」というのは自
然な要求です。
　そこで、我々は Ruby にデータ解析のための仕組みを揃え、Python
のように、Ruby でもデータ解析ができるようにします。

 

　Ruby では、SciRuby プロジェクトというプロジェクトがあり、
計算はありました。しかし、データ分析に特化したプロジェクト
ではありませんでした。その後、IRuby、Daru、Nyaplot といった
データ分析に便利なツールが登場したことで、この状況が変わっ
てきました。ただ、まだ機能が足りず、連携が取れておらず、十
分にドキュメントができていない、といった理由で、実用レベル
にはなっていませんでした。
　そこで、我々はこの状況を改善するために、各ツールを整備し、
実際に使えるものにするために、しまねソフト研究開発センター
（ITOC）も支援して、改善を始めました。

　そもそも、現状、何があり、どういうものが足りないのか、
ということを知っている人が、誰も居ませんでした。そこで、
我々は Python や R にできて、Ruby に出来ないことを調査し、
リストアップしました。
　その調査結果をもとに、開発を始めました。大きくわけて、
解析のための機能の拡充、および、可視化を含めた分析ワー
クフローの整備の二つになります。
　解析のための機能拡充として、PyCall、scikit-learn.rb を開
発して、Ruby で本格的な機械学習ができる状態を目指して
います。
　ワークフローの整備のために、 plotly, matplotlib.rb の開発、
それから IRuby、Daru との連携をスムーズにするための整備
を行ない、一連のデータ解析を Ruby で簡単に実現するため
のシステムを目指します。

データ分析のワークフローを過不足無いレベルに

こんなことをやってます/ こんな世界を目指しています
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